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巨 

？そのあたりのことを、これでも平易に、研究部長さんに語ってもらい セイタイガクって、ナ ？そのあたりのこ己

ました。 

生物学の方法論の欠陥 

自然環境を調べる学問は生物学の中でも特

に生態学（エコロジー）です。従来、生態学

を含めた生物学は、研究の進め方、方法論と

して「メンデルの法則」の発見に見られるよ

うに、実験データや野外での観察データを基

にして、平均値、分散、偏差値、回帰検定な

どの統計的な手法を使って、様々な法則を導

き出してきました。少し荒い言い方をすれ

ば、データの山の中から、統計と呼ばれる道

具を使って、闇雲に法則を作り上げていく様

なものです。このため、同一のデータから全

く異なった結論が導き出される事も、しばし

ばあります。公害裁判におけるデータの原告

側と被告側の正反対な解釈が、そのよい例で

す。このような生物学の方法論の欠陥は、基

本となる統一的な視点に立つ体系的な理論が

無い事に起因しています。これに対し物理学

は、G・ガリレイやA・ニュートン以来、数学

的な枠組みを使って、統一的な視点に立つ体

系的な理論を構築して来ました（小荷田 

1991b)。 このため物理学を使えば、ロケツト

の軌道の様な物理的現象は予測が可能となり

ます。しかし、ほとんど統計的手法のみによ 

(4月下旬ごろ、お会いしましよう） 

る生物学の方法論では、同一のデータで全く

異なる結論が導き出されるような結果となっ

てしまいます。 

生物学のこのような理論的枠組みの欠陥に

いち早く気が付いたのは、生物学の諸分野の

中でも特に集団遺伝学のR・A・フィッシャー 

や生態学におけるV。ヴォルテラなどで、とも

に1930年代です。しかし、この当時は生物学

に統計的手法を取り入れる事が始められたば

かりであり、その後の生物学は統計的手法を

使いこなすのに手いっぱいの状態でした。 

理論生物学の誕生 

1970年代に入り、生物学は研究者の地殻変動

が激しく起りました。生物物理学と言う名で

物理学者、生物の種間や個体間の進化戦略を

扱う進化生態学や遺伝子の変位を扱う集団遺

伝学の分野におけるモデル化を行なう立場で

の数学者、生体系の情報処理を扱う工学者な

ど、様々な分野の研究者が生物学に参入して

来ました。日本人の例では、物理学者の大久

保明や寺本英、数学者の山口昌哉、工学者の

甘利俊一などが知られています。このような

状況で、物理学で行なわれている様な数学的

なモデルを立て、それに基づいて理論を構築

してゆく「理論生物学」が誕生しました。そ

の輝かしい成果のひとっが、C・ダーウィン以

来の進化学の業績と言われる木村資生の「分

子進化の中立説」（木村1986）です。 

未来を予測する生態学へ 

生態学の分野では、コントラクト・ブリッ

ジなどのゲームの戦略を考える数学理論であ

る「ゲームの理論」を基礎にした種間、個体

間の競争を扱う進化生態学（J・メイナードス

ミス1985)、生態系の時間軸、空間軸のダイナ

ミックスを微分方程式で書き下ろし、未来を

予測する数理生態学などが近年活発に研究さ

れつつあります（巌佐19OO)。 
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動物生態学の分野では、ある地域に侵入し

た種の拡散や他種との競合関係を論じる数理

動物生態学（重定1992）が活発に研究され、こ

れらの成果は野生動物の保護管理方法の策定

に応用することができます。 

植物生態学の分野では、様々な群落からな

る森林の動態をモデル化し、森林の遷移の過

程を数量的に明らかにしようとする試みが始

められています（平田、箕輪1991)、（小荷田 

199D。これは天然林や人工林における森林

の施業、保護管理方法の策定に応用されるこ

とが期待されています。 

テレビの自然番組のように、様々なデータ

や現象の羅列や定性的理論にすぎなかった従

来の生態学は、数学的モデルを設定し、スー 

パー・コンピュータなどを駆使して未来の自

然環境を予測できる学問に変身しつつありま

す。これは生態学が数学的枠組みを持ったモ

デルを持つ確固たる理論に立脚した学問「理

論生態学」へ生まれ変わった証です。 

人類の未来と生態学 
1970年代、日本が公害列島と呼ばれていた時

代、生態学はそれを調査研究する手段として

もてはやされた事がありました。しかし、し

っかりとした理論的な枠組みを持ち得なかっ

た生態学は、公害裁判に見られるようにあい

まいな成果しか提示し得ませんでした。 

20世紀の世紀末に至り、熱帯雨林の減少、酸

性雨による森林の破壊、オゾン層の破壊、大気

中の二酸化炭素濃度の増加など、宇宙船地球

号は、これまでにない生態学的な危機状態に

あります。水道水がまずくて、浄水器を通す

かミネラル・ウォーターを使わなければなら 

（コミミズク 野川ー臣） 

（フクロウ 金井祐ニ） 

ない今日の日本の都市の飲料水の状況も、過

密化した都市の持つひとつの生態学的な危機

の現われです。直接、間接に自然環境に影響

を及ぼす可能性のある経済社会行為は、自然

環境に対する影響を真の意味で「アセスメン

ト」した後でなければ開始し得なくなります。 

「アセスメント」を無視した後にやってくるの

は、種としての「ホモサピエンス」の死です。 

現代の生態学的な危機状態に必要なのは、 

真の意味のアセスメントが行ない得る確固た

る枠組みを持った生態学です。それは生態系

の時間的、空間的なダイナミックスを数量的

に把握できる理論体系を作る事です。現在の 

「理論生態学」の状況は、その入り口に立った 

ばかりです。 	 （小荷田行男） 
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野鳥記録委員ぐ 

●コホオアカ 

1993年12月25日午後、戸田市道満の荒川第

一調節池の草原（タイヌビエの群落）でコジ

ュリンをカウントしていた有山智樹会員が枯

れ草にとまるコホオアカ1羽を発見。連絡を

受けた海老原美夫会員が12月31日にビデオ撮

影（右）した。1月2日が終認。 

過去県内で観察を報告されたこともある

が、識別可能な写真や映像に写されたことが

なく、今回が初の確認記録となる。 

地鳴き コ 

り 

我が家では『しらこばと』が届くと、どこ

に行こうかと皆で話し合いをするのがとても

楽しみです。5年になる娘（恵里菜）と主人

はよく探鳥会に行きますが、3年になる息子 

（暁）は、私が行かないと行きたがらず、2 

対2に別れて過ごすことがよくあります。 

探鳥会がイマイチの息子が、どういうわけ

か鳥の絵が好きで、テレビを見ない夜は、ひ

とりいろいろな鳥を描いて楽しんでいます。 

親バカですが、私が気に入ってしまって、 

息子と話しあい、 「送ってみようよ」 という

ことになりました。 

自然を愛する思いやりのある人になってほ

しいと思っています。 

（大嶋 暁） 

轟恵子（東村山 

「白頭ワシの英名講座」を楽しく読んでい

ます。 

それで私も図鑑を開くとき、英語の鳥名に

も目を向けるようになり、いろいろイメージ

を広げています。 

たとえば、Brown-eared-Bu ibulは、 「茶色

の耳のブルブル」。庭の餌台にとまり、ここ

は我がナワバリとばかり羽を震わせ、他の小

鳥を威嚇している茶色の顔のヒョドリの事。 

私の好きなキビタキは、Narcissus 

Flycatcher 。ギリシャ神話に出てくる、池に

映った自分の姿に恋いこがれて、水仙の花に

なったあのうぬぼれ屋のナルシスの名がつい

ています。それほどあのキビタキの姿は美し

く、美の究極といえるのかも知れません。 

サンコウチョウは、 Black - Paradise 

Flycatcher 。なかなかこの鳥を見られず、鳥

イ「ll間からは、運の悪さをなかばあきれられ

て、肩身の狭い思いをしていた私ですが、鳥

歴6年にして初めてこの鳥に遭遇した時は、 

「パラダイス」な気分になりました。 

あのくちばしとアイリングのコバルト色を

見た時の衝撃は、おおげさに言えばこの世の

ものではない、まさに「極楽浄土」にいる気

分でした。 

識別で役に立っのは、アカゲラとオオアカ

ゲラ。背中に白い「ハ」の字模様のアカゲラ 
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りI ノ鳥見人編 

内藤義雄二（鴻巣 

は、 Great Spotted Woodpecker0 「大き

な点を持ったキツツキ」です。 

オオアカゲラは、 White - backed 

Woodpecker0 「背の白いキツツキ」。飛び立

つ時見てください。腰の白いのが分かりま

す。 

私は、こんな調子で、図鑑の英名を見なが

ら「鳥」を楽しんでいます。 

「マーフィーの法則」という本がベストセ

ラーの上位にランクされている。細かな事は

省略して一言で述べると、日常の生活・仕事

の中で起きる皮肉な現象の格言？集と思えば

よいでしょう。 

遊びでトライしてみました。皆さんもいろ

いろ経験しているはずです。集めて「マーフ

ィーの法則・しらこばと編」でも出しません

か。 

◇『しらこばと』は見ていても、シラコバト

は見ていない。 

◇下見で見た鳥が、本番では出てくれない。 

◇早起き一番でフィールドに行くと、もうだ 

れかが来ている。 

◇偶然に勝る珍鳥出現はない。 

◇珍鳥の出現率は常に50%。出るか、出ない 

かだ。 

◇じっと待っていた鳥は、一休みするとすぐ 

に出る。 

◇シャッターチャンスは、最後の1枚の後に 

おとずれる。 

◇用意万全で出かけると、雨は降らない。 

◇三脚は、ゆるまぬはずのネジが、よくゆる 

む。 

◇毎日見ていても描けないのは、スズメ。 

◇お目当ての鳥は、小枝がジャマをする。 

◇鳥合せの後に、1種出る。 

◇カウント調査の正確さは、天のみぞ知る。 

（研究部さん、ごめんなさい） 

◇あきらめて観察具をしまうと、すぐに鳥が 

出る。 

などなど。 

ごはみだし行事案内コ 

誠城県。浮島湿原探島会（要主墜醐
期日：6月4日（土） 日帰り 

集合】午前7時 大宮駅西口あさひ銀行前

交通【 8, 000円の予定（交通費、保険料等。 

万一過不足は当日清算） 

定員】25名（先着順、県支部会員優先） 

担当：中島（康）、小林（み） 

申込み：通常葉書に、」,,,メ“、旦・住所。氏

名・年齢。電話番号を明記して、中 

島康夫（1 	 ) 

まで。 

見どころ】昨年大好評をいただいた浮島な

らではの出会いが楽しみです。コジ

ュリン・コョシキリ・オオセッ力、 

それにオオョシゴイなどが期待でき

ます。 

期日【 6月4日（土）~5日（日） 

集合：4日午前10時 JR長野駅改札口前 

交通：特急「あさま 1号」 （上野7:00→大

宮7:22→高崎＆10→長野9:51着） 

費用：11, 000円の予定（1泊3食、現地バ

ス代、保険料等。万一過不足は当日

清算。集合地までの往復交通費は各

自負担） 

担当】菱沼（一）、草間、伊藤、榎本 

申込み：往復葉書に、住所・氏名・年齢・

性別・電話番号を明記して、菱沼一

充、 

見どころ：野鳥三昧、そば三昧！ クロツ

グミ・キビタキ・オオルリ。クロ

ジ・マミジ口などの姿とコーラスを

求め、若葉青葉の森や高原を歩きま

す。夜は地酒で乾杯！ 

注意：宿は男女別の相部屋です。 
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マfせ 

マ重、参ぐ 

力ンムリカイツブリ ◇12月 3日、戸田市道

満荒川第一調節池で1羽（横山初夫）。◇ 

12月16日、狭山市の入間川、広瀬橋付近で 

1羽（岩測茂雄）。 

コハクチョウ ◇12月12日、川本町の荒川明

戸堰上流で72羽（菱沼一充）。 

アメリカコガモ ◇1月15日、本庄市の阪東

大橋下流で舌 1羽（古洋紀）。 

トモエガモ ◇12月19日、戸田市道満荒川第

一調節池で 83羽早 2羽（高橋達也）。 

◇1月19日、本庄市の阪東大橋下流で舎 1羽 

（古津紀）。 

ョシガモ ◇12月30日、川本町の農林公園ョ

シ沼で 32羽（菱沼一充）。 

オカョシガモ ◇11月26日、狭山市の入間川

広瀬橋付近で舌早各1羽（岩測茂雄）。 

アメリカヒドリ ◇12月11日、富士見市の新

河岸川岡坂橋上流で古 1羽（中司隆由）。 

スズガモ ◇12月11日、喝上尾市の丸山公園で

早 1羽。カイツブリ 7- 8羽と一緒に行動

し、頻繁に潜っていた（鈴木博志）。 

ホオジロガモ ◇12月8日、戸田市道満荒川

第一調節池で早 1羽（横山初夫）。 

ミコアイサ ◇12月12日、川本町の荒川明戸

堰上流で早 1羽（菱沼一充）。◇12月 

25日、所沢市の松ケ丘遊水池で 33羽早 

11羽（遠藤薫）。 

力ワアイサ ◇12月12日、川本町の荒川明戸

堰上流で早 4羽（菱沼一充）。 

オオタ力 ◇1月1日、坂戸市の高麗川城山

橋上流の左岸、崖の樹上で1羽（増尾隆・

節子）。 

ツミ ◇11月21日、大宮市堀崎町の上ノ台公

園上空で1羽（藤原寛治・真理）0 ◇12月 

12日、滑川町の森林公園、北口レストラン

付近の樹上で早 1羽（藤原寛治・真理）。 

ハイタ力 ◇1月 1日、寄居町の鐘撞堂山で 

1羽（田口浩司）。 

ノスリ ◇12月16日、浦和市秋ケ瀬で 1羽 

（横山初夫）。 

チョウゲンボウ ◇12月 5日、坂戸市の高麗 

川森戸橋上空で1羽。カラス 5羽にモビン

グされていた（増尾隆・節子）。 

ウズラ ◇12月26日、戸田市道満で1羽（高

橋達也）。 

キジ ◇1月1日午後 3時15分、坂戸市の高

麗川城山橋上流で舌 1羽。オオタカに追わ

れて、左岸の崖から右岸に 「ケンケン」 と

鳴きながら逃げてくる。スリリングなシー 

ンでした（増尾隆・節子）。 

タゲリ ◇1月 5日、飯能市下加治の休耕田

で10羽（古洋紀）。◇1月13日、幸手市木

立のB&Gセンター前で1羽（田畑孝）。 

ハマシギ ◇11月 5日、川越市の伊佐沼で

弱羽（中司隆由）。◇12月11日、志木市の

柳瀬川、高橋～栄橋間で75羽（中司隆由）。 

タシギ ◇12月 5日、伊奈町の伊奈学園北側

の水のない池で17羽（鈴木博志）。 

セグロカモメ ◇12月18日、志木市の柳瀬川

高橋～栄橋間の中州でユリカモメの群れに

混じって1羽。大きなコイに食らいつく 

（中司隆由）。◇12月18日、戸田市道満荒

川第一調節池で 4羽（横山初夫）。 

トラフズク ◇12月29日、妻沼町の防風林で 

1羽（堀口芳嗣）。 

ヒメアマツバメ ◇1月 8日、鳩山町の鳩山

ニュータウン上空で11羽。西方に飛ぶ（上

田恵介）。 

ヤマセミ ◇1月1日、坂戸市の高麗川城山

橋上流で1羽（増尾隆・節子）。 

力ワセミ ◇12月25日、所沢市の松ケ丘遊水

池で1羽（遠藤薫）。◇1月3日、深谷市

西島の造成中の池で1羽（園田恵子）。◇ 

1月5日、飯能市下加治の用水路でよ早各 

1羽。飛びかっていた（古津紀）。◇1月 

12日、入間市の入間川豊水橋上流の笹井堰

で舌 1羽（古洋紀）。 

アオゲラ ◇12月8日、飯能市下畑の成木川

周辺で 1羽（藤森三治・恵美子）◇ 1月 

12日、入間市の入間川豊水橋上流の笹井堰

で古 1羽（古津紀）。 

アカゲラ ◇12月12日、秩父市の羊山公園で 

1羽（山岸昭治）。◇12月15日、飯能市下

畑の成木川周辺で1羽（藤森三治・恵美子）。 

◇1月1日、寄居町の鐘撞堂山で1羽（田 
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口浩司）。 

ショウドウツバメ ◇1月8日～9日、鳩山

市の越辺川石今橋周辺で2羽（鳩山野鳥の

会）。 

イワツバメ ◇12月30日、熊谷市の三ケ尻工

業団地上空で4羽。旋回していた（山口輝

雄）。 

力ヤクグリ ◇12月31日、寄居町の鐘撞堂山

で2羽（田口浩司）。 

ルリビタキ ◇12月12日、秩父市美の山で早 

1羽（山岸昭治）。◇12月16日、浦和市秋

ケ瀬の子供の森で早 1羽（横山初夫）。◇ 

12月19日、三峰山で早 3羽（山岸昭治）。 

◇ 12月23日、秩父市の羊山公園で早 1羽 

（山岸昭治）。◇12月18日、深谷市の仙元

山公園で早 2羽（菱沼一充）o ◇ 12月31日、 

寄居町の鐘撞堂山で成鳥古 3羽、若古、早

は多数（田口浩司）。◇1月8日、寄居町の

中間平緑地公園で古 1羽（堀口芳嗣）。 

アカハラ ◇12月30日、熊谷市大麻生の野鳥

の森で1羽（菱沼一充）。 

シロハラ ◇12月18日、熊谷市大麻生の野鳥

の森で1羽（菱沼一充）。◇12月31日、寄

居町の鐘撞堂山で1羽（田口浩司）。 

キクイタダキ ◇12月30日、深谷市の仙元山

公園で多数（菱沼一充）。 

力ラ類（混群） ◇1月1日、寄居町の鐘撞

堂山でシジュウカラ、エナガ、ヤマガラ 

30羽以上の混群（田口浩司）。 

エナガ ◇12月12日、秩父市美の山で数羽 

（山岸昭治）。◇12月26日。熊谷市大麻生の

野鳥の森で4羽（菱沼一充）。 

ゴジュウカラ ◇12月19日、三峰山で1羽 

（山岸昭治）。 

ツリスガラ ◇12月24日、戸田市道満のさき

たま大橋横のアシ原で古 1羽（高橋達也）。 

◇1月9日、戸田市道満の荒川河川敷で8 

（アオジ 宇賀神若人） 

羽（駒崎政雄、細井要）。 

メジ口 ◇12月15日、川口市並木元町の自宅 

2階の植え込みのバラの木で1羽。 「チー 

チー」 とうるさい鳴き声で気づく。いつも 

1月に入ってから我が家に来るので、ずい

ぶん早い訪れだと思う（出戸真佐子）。 

コジュリン ◇12月4日、戸田市の戸田橋付

近の荒川河川敷で1羽（高橋達也）。 

ミヤマホオジロ ◇12月11日、秩父市の羊山

公園で古 2羽（山岸昭治）。 

アオジ ◇11月23日、寄居町の鐘撞堂山で 

10羽以上の群れ（田口浩司）。 

ベニマシコ ◇11月23日、北本市石戸宿の自

然観察公園で古 1羽。しばらく姿を見せな

かったが12月23日にまた現れた。 （園田恵

子）。◇12月11日、秩父市の羊山公園で古 

2羽早 1羽（山岸昭治）。◇12月31日寄居

町の鐘撞堂山で合早各1羽（田口浩司）。 

ウソ ◇12月19日、三峰山で鳴き声を聞く 

（山岸昭治）。◇12月31日、寄居町の鐘撞

堂山で4羽（田口浩司）。 

イカル ◇12月20日、飯能市下畑の成木川周

辺で37羽（藤森三治・恵美子）。 

表紙の写真 
	

ネイチャーフォトコンテスト 1993 入選作― 

コサギ（サギ科） 

逆光に水面が輝くとき、コサギの舞が始ま 続く。時は春。タ照の午後。 

る。右に左に、華麗なるフラメンコダンスが 	 町田 好一郎（本庄市） 
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L 

r 
期日：4月3日（日） 

集合：午前8時30分 自然観察公園駐車場

交通：JR高崎線北本駅西口よりリーダーの指 

示に従ってタクシーに分乗して下さ 

い。 （午前8時15分ごろから） 

担当】岡安、榎本、内藤、吉原、関口、永野 

（安）、永野（京）、渡辺（光） 

見どころ：小鳥達のまだたどたどしくもせい

いっぱいのラブソングをBGMに、桜の名

所を巡ります。ぜひお弁当の用意を。 

キツツキの仲間とベニマシコにも期待！ 

肥 
期日：4月3日（日） 

集合：午前9時 JR武蔵野線東浦和駅前

解散：東浦和駅近くのグラウンド 

担当】手塚、伊藤、笠原、田口 

見どころ：旅立ち間近のユリカモメ・カシラ

ダ力の頭は夏羽でまっ黒。ツバメは大

空に舞って、桜も満開。お花見もいっ

しょに楽しめます。 

綱 
期日】4月10日（日） 

集合：午前9時30分 秩父鉄道大麻生駅前

交通：秩父鉄道熊谷9:11発、または寄居9: 

03発に乗車 

担当：菱沼（一）、森本、関口、菱沼（洋）、斎

藤、塚本、中島（章）、小池、和田、石

井（博） 

探鳥会への参加は、特別な場合を除いて予

約申込みの必要はありません。受付は探鳥会

当日。参加費は一般100円。会員及び中学生

以下50円。持ち物は、筆記用具、雨具、昼食、 

ゴミ袋、もしあれば双眼鏡など。小雨決行で

す。解散時刻は、特に記載のない場合、正午

から午後1時ごろになります。 

◇はじめて探鳥会に参加される方へ◇ 

集合場所へ着いたら、まず‘‘日本野鳥の会

埼玉県支部’’の旗か、青い腕章をつけた担当

者を探して、遠慮なく声をおかけ下さい。私

達もあなたを探していますので、ご心配なく。 

見どころ：夏鳥到来！ツバメやイワツバメが

大空に舞い、ツグミは帰る準備で大忙

し。大麻生でニユウナイスズメが見ら

れるチャンスは、この時期だけですよ！ 

岡探島会 
期日】4月H日（日） 

集合：午前8時15分 京浜東北線北浦和駅東

口（集合後、バスで現地へ） 

午前9時 浦和市立郷土博物館前

後援：浦和市立郷土博物館 

担当：楠見、福井、渡辺（周）、手塚、笠

原、田口、岡部、嶋田、倉林 

見どころ：見沼の田圃に冬鳥はいつまでいる

のかな！夏鳥はコチドリ・茶色頭のコー 

リカモメ、渡りの途中のシギ・チドリ

達。4月は新入生の季節、新鮮なビギ

ナーを誘ってお出かけ下さい。 

F翻 
期日】4月24日（日） 

集合：午前 8時 JR浦和駅西口バスロータ

リー（集合後、バスで現地へ） 

担当】福井、楠見、草間、伊藤、笠原、嶋

田、羽石、小林（み）、倉林 

見どころ：この時期秋ケ瀬はすばらしい。鳥

種も多く色とり鳥。夏羽のアマサギ・

力ワセミ・キジ・キビタキ・ムナグロ

等々。役者に不足はありませんよ。 

夢千。っ・ト,ゾ鎮県内一斉調査

期日：4月29日（金・祝） 

圏 
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埼玉県支部では、春と秋の2回、独自にシ

ギ。チドリ類の県内一斉調査を行っています。 

とくに下記の地点では、より多くの会員の参

加・ご協力をお願い致します。 

◆秋ケ瀬（浦和市・大宮市） 

集合：午前9時30分 大久保浄水場の北西角

近くの土手の上、水門のあたり。 

担当】石井 智 

解散は昼頃の予定。調査のため参加費は不

要です。雨天でも行います。 

~i垂痛二さきたま占嫡公函麗昌］翻 

期日】4月30日（土） 

集合】午前9時20分 JR高崎線北鴻巣駅前

解散【県立さきたま資料館前、正午ごろ 

担当【内藤、岡安、榎本、逸見、関口、和

田、石井（博） 

見どころ【『埼玉見て歩き・県北版』コース

第2弾、駅から武蔵水路ぞいに北上す

るさきたま緑道（約5 km）を歩き、古

墳公園を訪ねる青空満喫探鳥会です。 

覇Lるこ( : iiー愛づめCL)園 

とき【 4月30日（土）午後1時～2時ごろ

会場：支部事務局 108号室 

匿皇「」らコ二＝1 クジ ヲ襲刻翻 

とき】4月30日（土）午後2時ごろ～5時

会場：『しらこばと』袋づめの会と同じ 

	 憂Ii川越探鳥会~ 

期日：5月4日（水・祝） 

集合】午前9時 JR川越線西川越駅前

交通：JR川越線大宮駅8:34発に乗車 

担当】石井（幸）、長谷部、三田、柳原、小

野、山本、中村（祐）、池永 

見どころ】薫風5月の好季節、バードウイー 

クはのんびりと、力ワセミや渡りのシ

ギ・チドリを探してみませんか。 

瞬「頁て爾筆H~j騎採烏会」 

期日：5月5日（木・祝） 

集合】午前10時 JR京葉線南船橋駅前 

交通：JR武蔵野線 武蔵浦和9:04、南越谷9: 

17発に乗車  

担当！杉本、佐久間、中村（治） 

見どころ】ラムサール条約締結から1年たち

ました。東京湾に残されたシギ・チド

リの見所谷津干潟も赤い夏羽で華やぐ

季節です。楽しみにして来て下さい。 

」木掃象（要・二癖醐
期日：5月13日（金）夜行～巧日（日） 

集合】13日20時 JR山手線。京浜東北線浜松 

町駅（東京駅寄り改札口） 

帰着，東京港に15日19時20分頃の予定 

費用】18, 000円の予定（1泊3食、往復船賃、 

保険料など）、他に島でのバス代若干

定員【 25名（先着順、県支部会員優先） 

申込み】往復葉書で榎本秀和 

まで。乗船名簿記入のた

め、住所・氏名・年齢・性別・職業・

電話番号を必ず明記して下さい。 

担当：榎本、岡安、伊藤 

見どころ】例年より3週間遅らせての「島と

海と鳥の旅」。島の鳥にどんな違いが

見られるか楽しみです。帰りの船上探

鳥もおおいに期待しましょう。 

注意】13日は船中泊、宿は男女別相部屋です。 

慶木県‘奥日光探烏競 A』昌予糸醐
期日】5月21日（土） 日帰り 

集合：午前7時 大宮駅東口あさひ銀行前

交通：貸切りバス利用 

費用【 7, 000円の予定（交通費・保険料等） 

定員：35名（先着順、県支部会員優先） 

申込み【通常葉書に，‘,／、、住所、氏名、 

年齢、電話番号を明記して中島康男 

まで 

担当】中島（康）、松井、福井、草間 

見どころ】キビタキ・ノビタキ・ホオアカ・

ムシクイの仲間など夏鳥がいっぱい。 

風かおる戦場ケ原を中心に、約6 kin歩

きます。足落えはしっかりと。 

5月8日（日） 熊谷市・大麻生定例探鳥会 

100回目の記念探鳥会です。乞うご期待 

6月4日（土）浮島湿原探鳥会（要予約）と 

6月4日（土）~5（日）戸隠飯綱高原探鳥

会（要予約）は 5頁に掲載されています。 

・

口
 

F
い
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決購く占

カイツブリ カワウ ダイサギ コサギ マガモ

オナガガモ コジュケイ キジ イカルチドリ

ハマシギ イソシギ キジバト カワセミ コゲ 

（日〕J滑I 

参加；81人

カイツブリ カワウ アオサギ マガモ カルガ

モ コガモ トモエガモ ヒドリガモ オナガガ

モ ホシハジロ ミコアイサ オオタカ コジュ 

カイツブリ カワウ コサギ マガモ コガモ

オナガガモ ワシタカsp コジュケイ キジ

クイナ キジバト アカゲラ コゲラ ハクセキ

レイ セグロセキレイ ヒョドリ モズ ジョウ

ビタキ ツグミ ウグイス シジュウカラ メジ

ロ ホオジロ カシラダカ アオジ カワラヒワ

ベニマシコ シメ スズメ ムクドリ カケス

ハシボソガラス ハシブトガラス（33種）早く来

た人は、集合場所でアカゲラをじっくり観察でき

ました。 “早起きは三文の得”です。愛らしいベ

ニマシコを初めて見た人、ご感想はいかがでした

か？昼食時にオオタカが出現しました。これから

は、お弁当持参で参加を！逆光の中のアキノノゲ 

シが印象的でした。 	 （岡安征也） 

カイツブリ カワウ ゴイサギ コサギ カルガ

モ コガモ オナガガモ ユリカモメ シラコバ

ト キジバト コゲラ ヒバリ ハクセキレイ

セグロセキレイ タヒバリ ヒョドリ モズ ジ

ョウビタキ ツグミ ウグイス シジュウカラ

メジロ ホオジロ カシラダカ アオジ カワラ

ヒワ シメ スズメ ムクドリ オナガ ハシボ

ソガラス ハシブトガラス（32種）いつもいい天

気のこの探島会。真っ白い富士こそ見られなかっ

たが、代りとばかりに、シラコバトがかわいい姿

をジックリ見せてくれ、参加者を喜ばせた。国昌

寺、総持院、鷲神社などを巡るこの探鳥地は、自

然と人間の生活が調和したリラックスできるいい 

場所だと来るたびに想う。 	（伊藤芳晴） 

ラ ヒバリ キセキレイ ハクセキレイ セグロ

セキレイ タヒバリ ヒョドリ モズ ジョウビ

タキ ツグミ ウグイス シジュウカラ メジロ

ホオジロ カシラダカ アオジ カワラヒワ シ

メ スズメ ムクドリ ハシボソガラス ハシブ

トガラス（35種）好天に恵まれた。土手を下りる

と、足元のくさむらからキジが飛び立ち、一同び

っくり。畑では、セキレイ 3種がチョコチョコ歩

いていたa 野鳥の森の日だまりで、ゆっくり時を

過ごす。シジュウカラやメジロの声に耳を傾け、 

小道に出てくるアオジを探す。河原では、カワセ

ミが出てくれて盛り上がった。 

く異） %  

97入 

カイツブリ ハジロカイツブリ カンムリカイツ

ブリ カワウ ダイサギ コサギ アオサギ V 

ガモ カルガモ コガモ オカョシガモ オナガ

ガモ ハシビロガモ ホシハジロ キンクロハジ

ロ ホオジロガモ トビ オオタカ ハイタカ

キジバト アオゲラ コゲラ ハクセキレイ セ

グロセキレイ ビンズイ タヒバリ ヒョドリ

モズ ルリビタキ ジョウビタキ シロハラ ツ

グミ ウグイス シジュウカラ メジロ ホオジ

ロ アオジ カワラヒワ スズメ ムクドリ ハ

シボソガラス ハシブトガラス（42種）狭山湖の

堤防に出ると風が吹き始め曇ってしまいとても寒

い。ふるえながら湖面を探すとホオジロガモのJ 

早がきれいな姿を見せてくれた。対岸付近のカモ

が一斉に飛び立ったので何事かと目をこらすと、 

湖面近くの木にオオタカがいた。別の枝に移った

とき枝が折れ、あわてて松の木に移り、はずかし

かったのか顔を隠してしまった。 
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ケイ キジバト カワセミ コゲラ キセキレイ

ハクセキレイ ヒョドリ モズ ルリビタキ ジ

ョウビタキ ツグミ ウグイス キクイタダキ

エナガ コガラ ヒガラ ヤマガラ シジュウカ

ラ メジロ カワラヒワ シメ スズメ ムクド

リ ハシボソガラス ハシプトガラス（37種）曇

ってはいたが、風もなく気持ちよいスタート。シ

ジュウカラ、コゲラ、エナガ、メジロ等の混群に

キクイタダキが数羽混じっていたのを数回見られ

た。ただし、我々先頭集団は、真下から見上げる

状態で、鼻多ネ多多キまでは、見られなかった。 

しかし、初参加者の確認もせずにスタートしてし

まい、 「つまらない」思いをされた方がいらした

のではないかと、反省しています。 （吉原俊雄） 

2月19圏て自〉『 浦和市，三室1111区ソ 

覇日 46A 戸美気晴 ―
カイツブリ カワウ コサギ カルガモ コガモ

オナガガモ キンクロハジロ ホシハジロ キジ

タゲリ タカブシギ イソシギ タシギ ユリカ

モメ キジバト カワセミ コゲラ ヒバリ ハ

クセキレイ セグロセキレイ タヒバリ ヒョド

リ モズ ジョウビタキ ツグミ ウグイス シ

ジューウカラ メジロ ホオジロ カシラダカ ア

オジ カワラヒワ シメ スズメ ムクドリ ハ

シボソガラス ハシブトガラス（37種）年の最後

の三室は、晴天好日。タゲリが冬空に舞いました。 

今年も都会の外れに心暖まる人々の集いがありま

した。特に珍しい鳥は出ないけれど、定番の鳥が

季節ごとにやって来ます。来年も楽しく鳥見とい 

こう！ 	 （楠見邦博） 

(讐うI手25日て土）J ％『 l.Li  	 置』袋詰ああ会 

、 	、ボラ乏ティアど10人 

荒木恒夫、石井幸男、海老原教子、海老原美夫、 

角田真喜子、小林孝太郎、佐久間博文、篠原東彦、 

松元達夫、谷津弘子 

駐（月） 	浦肩頑こさぎ山記念公函 

％参 It! 毒5災難芙葬IJ晴ー‘ 'L 

カワウ ダイサギ コサギ カルガモ コガモ

オナガガモ ハシビロガモ ホシハジロ キンク

ロハジロ オオタカ チョウゲンボウ コジュケ

イ キジ コチドリ クサシギ タシギ キジバ

ト コゲラ ヒバリ ハクセキレイ セグロセキ

レイ ヒョドリ モズ ジョウビタキ ツグミ 

ウグイス シジュウカラ メジロ ホオジロ カ

シラダカ アオジ オオジュリン カワラヒワ

シメ スズメ ムクドリ ハシボソガラス ハシ

ブトガラス（38種）いつもの柿の木を中心に、ツ

グミの群れがわんさか。浦和じゆうのツグミが全

部ここに集まっちゃったような有様。どうなって

いるのだろう。キジが見事なj鯵羽を見せてくれて、 

これは記事になるかと話しながら歩いていたが、 

年々少なくなっていたタゲリが今年ついにゼロと

なった方が重要だ。探鳥会終了後、いつも通り持

ち寄った酒や料理で、ほろ酔い懇親会。支部事務

局での二次会も例年通りでした。 （海老原美夫） 

9月」日二土翼灘難稀 
参加；63人

カイツブリ カワウ ダイサギ コサギ アオサ

ギ コハクチョウ マガモ カルガモ コガモ

オカョシガモ オナガガモ ホシハジロ キンク

ロハジロ カワアイサ イカルチドリ クサシギ

イソシギ ユリカモメ キジバト コゲラ ヒバ

リ キセキレイ ハクセキレイ セグロセキレイ

タヒバリ ヒョドリ モズ ジョウビタキ ツグ

ミ ウグイス シジュウカラ ホオジロ カシラ

ダカ アオジ カワラヒワ シメ スズメ ムク

ドリ ハシボソガラス ハシブトガラス（40種） 

ポカポカと暖かい絶好の探鳥会日和で、参加者も 

63人と大盛況。お目当てのコハクチョウは100羽

弱と一段と増えたようだ。ここでは珍しいカワア

イサも4羽見られた。鳥合わせの時、謎のヒタキ

？を見た人が数名いて、帰りにその場所で少し粘 

ったが、結局分らなかった。 	（菱沼一充） 

プト月23日に日）ら％％川口市

く参加で 2引、 天気, 二晴

カワウ ゴイサギ コサギ カルガモ チョウゲ

ンポウ キジ ユリカモメ ウミネコ キジバト

コミミズク ハクセキレイ セグロセキレイ ヒ

ョドリ モズ ツグミ シジュウカラ ホオジロ

カシラダカ アオジ カワラヒワ スズメ ムク

ドリ ハシブトガラス（23種）コミミズクを期待

してコースを変更。見沼代用水西縁沿いを歩いた。 

広大なアシ原を前に寒さを我慢して待つ。強い北

風の中、突然目の前に現われ、チョウゲンボウに

追われてフワフワとアシ原の中へ消えていった。 

わずかな時間だが近くを飛んでくれてよかった。 

本当によかった。 	 （手塚正義） 
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O野鳥写真を募集します 

今年は埼玉県支部発足10周年に当ります。 

その記念事業として、 『（仮称）埼玉野鳥見

て歩き』の出版を計画しています。 

県内で見られる基本的な野鳥を紹介し、ど

こに行ったらその野鳥に会えるかを案内する

するもので、編集委員会を4織して会議を重

ね、本年10月の刊行を目指しています。 

その本に使用する野鳥の写真を次のとおり

募集します。 
［応募資格］埼玉県支部会員 

［対象鳥種］カイツブリ・カワウ・ョシゴイ・

ゴイサギ・アマサギ・ダイサギ・チュウサギ・

コサギ・アオサギ・コハクチョウ。オシドリ・

マガモ・カルガモ。コガモ・ヒドリガモ・オ

ナガガモ・ハシビロガモ・ホシハジロ・キン

クロハジロ・ミコアイサ・オオタカ・ツミ・

ノスリ・チョウゲンボウ・コジュケイ・キジ・

バン・コチドリ・ムナグロ・タゲリ・タカブ

シギ・イソシギ・タシギ・ユリカモメ・コア

ジサシ・シラコバト。キジバト・アオバズク・

ヤマセミ・カワセミ・コゲラ・ヒバリ・イワ

ツバメ・キセキレイ・ハクセキレイ・セグロ

セキレイ・ヒョドリ・モズ・ジョウビタキ。 

ノビタキ。ツグミ・ウグイス・オオョシキリ・

セッカ・シジュウカラ・メジロ・ホオジロ・

カシラダカ・アオジ・カワラヒワ・シメ・ム

クドリ・オナガ・ハシボソガラス・ハシブト

ガラス（65種） 

碗募方法］キャビネ（2L又は LL）サイズのプ

リント（光沢仕上げのみ。絹目仕上げ不可） 

裏面に、鳥種名・撮影者の住所・氏名・電話

番号を書いた紙を貼り、支部事務局まで。 

［応募期限］5月末日 

応募プリントはお返しできません。必要な

場合は原版をお送り願うこともありますが、 

その原版はお返しします。 

ネガプリント、ダイレクトプリント、どち

らでも可。1種の鳥に複数の写真を使うこと

もあります。いわゆる図鑑向きの写真だけで

はなく、雰囲気のある写真も。 

撮影地は県内に限りませんが、状況から明

らかに県外の撮影と分かるものは不可。1人
何点でも応募可。過去の当支部のフォトコン

テスト応募作品や、当支部出版物等への掲載

作品は可ですが、他の出版物などで発表され

たものは不可。 

未定ですが、今年は秋のコンテストはない

かもしれません。こちらの募集にご協力をお

願いします。 

レ4月の土曜日当番（2時～6時） 

2日 中島康夫 楠見邦博（普及部会議） 

9日 杉本秀樹 山本真貴子 

16日 山部直喜 海老原美夫（編集会議） 

23日 森本園夫 高松 格 （校正の日） 

30日 袋づめの会（1時から） 

O会員数は 
3月1日現在 2,370人です。 

2月5日 普及部会議。 

2月12日 『しらこばと』3月号編集作業。 
2月19日 3月号校正作業（海老原美夫・大

武昭雄。笠原伸子・工藤洋三・桜庭勇）。 
2月19日～20日 本部評議員会議に出席（海

老原）。 

2月20日 役員会議（司会・福井恒人、関東

ブロック会議決議文案。福井鳥獣保護員の

留任推薦・探鳥会予定・その他）。『野鳥

見て歩き』第2回編集会議。 

2月26日 袋づめの会に、本部職員新人研修

の一環として新人職員ら参加受け入れ。 

糸扇言 集 〒麦 言己 

編集長が遅れて来ての手土産が「まんじゆ

う」。おまけに渋茶まで入れてくれました。 

明日は晴れるというのに。 	（内藤） 

編集長に入れていただいた渋茶は、たいへ

んけっこうなお味でしたーあと30分ほどした

ら、今度は冷たいビールとヤキトリなんかを

サービスしてくれそうな気がする・・（小林） 
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